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昨
今
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
風
力

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
脚
光
を
浴

び
て
い
ま
す
。
陸
上
に
風
車
が
立
ち
並
ぶ
石

狩
湾
新
港
で
も
、こ
の
1
月
、沖
合
で
洋
上
風

力
発
電
所
が
商
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
産
業
活
動
に
電
気
は
必
須
で
あ
り
、
病
院

で
も
大
量
に
消
費
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
血

液
透
析
を
週
3
回
行
う
と
、
患
者
さ
ん
一
人

に
対
し
て
戸
建
て
住
宅
1
日
分
を
超
え
る
電

力
を
要
し
ま
す
。
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
求

め
ら
れ
る
中
で
、
風
力
発
電
の
普
及
は
私
た

ち
に
と
っ
て
も
「
追
い
風
」
で
す
。

　
た
だ
風
力
発
電
設
備
が
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
志
地
方
で
は

国
有
林
で
の
風
車
の
建
設
に
対
し
て
、
高
山

植
物
の
保
護
や
土
砂
災
害
防
止
の
観
点
か
ら

反
対
運
動
が
起
き
、
計
画
が
縮
小
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ジ
ロ
ワ
シ
な
ど
絶
滅
危
惧
種
の
野
鳥

が
プ
ロ
ペ
ラ
に
衝
突
死
す
る
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
拙
速
に
風
力
発
電
を
推
進
し
た
挙
げ
句
、

失
っ
た
自
然
の
重
大
さ
に
気
づ
く
、
と
い
う

結
末
は
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
設
置
場
所

や
風
車
の
形
状
な
ど
に
工
夫
を
重
ね
、
真
に

「
地
球
に
優
し
い
」
発
電
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

巻 

頭 

言
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理
事
長

理
事
長  
工
藤
工
藤  

岳
秋
岳
秋

　
今
夏
、
40
数
年
ぶ
り
に
大
相
撲
札
幌
場
所
の
チ
ケ
ッ
ト
を

取
っ
た
。
巡
業
と
呼
ば
れ
る
地
方
興
行
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
中

継
さ
れ
る
本
場
所
と
は
雰
囲
気
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
違
う
が
、

相
撲
を
生
で
見
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
初
め

て
足
を
運
ぶ
妻
と
息
子
た
ち
は
、
力
士
が
土
俵
上
で
ぶ
つ
か
り

合
う
様
子
を
見
て
圧
倒
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
巡
業
で
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
場
所
で
は
土
俵

の
上
空
に
、
青
、
赤
、
白
、
黒
の
房
が
ぶ
ら
下
が
っ
た
神
社
の

よ
う
な
立
派
な
屋
根
が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
屋
内
に
も
関

わ
ら
ず
屋
根
が
あ
り
、
し
か
も
宙
に
浮
い
て
い
て
奇
妙
な
の
だ

が
、
こ
れ
は
「
屋
形
」
と
呼
ば
れ
、
元
々
は
土
俵
の
四
隅
に
一

本
ず
つ
立
つ
柱
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
ま
で
土
俵
は

屋
外
に
あ
っ
た
た
め
、
雨
風
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
。
そ
の
後
近
代
に
か
け
て
、
相
撲
は
神
事
に
擬
せ
ら
れ
、

格
式
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。
各
柱
に
は
四
季
を
表
す
色
の
布

が
巻
か
れ
て
土
俵
の
守
護
神
を
宿
ら
せ
た
。

東
　
青
　
　
青せ
い
り
ゅ
う竜神	

（
春
）

南
　
赤
　
　
朱す
ざ
く雀
神	

（
夏
）

西
　
白
　
　
白び
ゃ
っ
こ虎
神	

（
秋
）

北
　
黒
　
　
玄げ
ん
ぶ武
神	

（
冬
）

　
明
治
42
年
、
東
京
に
国
技
館
が
落
成
し
、

土
俵
と
共
に
屋
形
と
四
本
柱
は
そ
の
ま
ま
の

形
で
建
物
の
中
に
入
っ
た
。
が
、
昭
和
27
年
、

来
る
べ
き
テ
レ
ビ
放
送
の
準
備
の
た
め
、
視

野
の
妨
げ
と
な
る
四
本
柱
は
廃
止
さ
れ
、
屋

形
だ
け
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
守
護
神
は

四
色
の
房
に
乗
り
換
え
て
、
柱
の
代
わ
り
に

屋
形
を
支
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
話
は
変
わ
る
が
、
は
ま
な
す
は
30
年
前
の
創
業
以
来
、
透
析

医
療
を
中
心
に
据
え
る
と
と
も
に
、
会
長
と
私
の
専
門
で
あ
る

外
科
を
標
榜
し
、
虫
垂
炎
、
胆
石
症
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
な

ど
の
手
術
を
日
常
的
に
手
掛
け
て
き
た
。
立
史
副
理
事
長
が
開

設
し
た
腎
臓
内
科
は
10
年
目
を
迎
え
、
す
っ
か
り
地
域
に
定
着

し
て
い
る
。
そ
し
て
今
春
、
内
視
鏡
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る

山
本
純
司
消
化
器
セ
ン
タ
ー
長
を
お
迎
え
し
、
新
た
に
消
化
器

内
科
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
専
門
性
は
、
は
ま
な
す

に
お
け
る
四
本
の
「
柱
」
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
私
た
ち
は
日
頃
、
感
冒
、
胃
腸
炎
、
生
活
習
慣
病
な
ど
軽
症

が
大
多
数
で
あ
る
診
療
の
中
で
、
重
症
化
す
る
可
能
性
の
あ
る

病
気
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
持
て
る
ス
キ
ル

と
設
備
を
駆
使
し
て
、
可
能
な
限
り
自
院
で
検
査
や
治
療
を
行

う
よ
う
に
し
て
い
る
。
石
狩
・
篠
路
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
に

と
っ
て
、
高
次
医
療
機
関
は
ど
こ
も
や
や
遠
く
、
は
ま
な
す
で

医
療
を
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
地
域
へ
の
貢
献
に
な
る
、
と
い
う

認
識
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
独
り
相
撲
を
取
る
こ
と
な
く
、
四
本
柱
が
協
働

し
て
よ
り
大
き
な
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。
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「どい内科クリニック」を訪問。〜音楽を通じたかかわり〜

2
0
2
4

2
0
2
4
年年
77
月月
1111
日日

副
理
事
長
　
工
藤
　
立
史

副
理
事
長
　
工
藤
　
立
史

私
と
土
肥
先
生
と
の
出
会
い
は
2
0
0
5

年
に
遡
り
ま
す
。
私
が
札
幌
社
会
保
険
総
合

病
院
（
現
J
C
H
O
札
幌
北
辰
病
院
）
の

研
修
医
で
、
土
肥
先
生
は
呼
吸
器
内
科
医
と

し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
学
生
時
代

に
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
サ
ー
ク
ル
で
オ
ル
ガ
ン
を

弾
い
て
い
た
こ
と
を
お
話
し
し
た
と
こ
ろ
、

何
と
土
肥
先
生
も
オ
ル
ガ
ン
を
演
奏
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
キ
タ
ラ
の
演
奏
会
で
度
々

お
会
い
す
る
な
ど
、
仕
事
よ
り
も
音
楽
を
通

じ
て
接
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

2
0
1
7
年
、
私
は
自
宅
に
本
格
的
な
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
土
肥
先

生
に
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
一
度
弾
き
に
来

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
な
か
な
か
実
現
し
な
い
ま
ま
時
が
経
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

時
が
流
れ
て
2
0
2
3
年
11
月
、
札
幌

市
内
の
教
会
で
開
か
れ
た
オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ

タ
ル
を
聴
き
に
出
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
土

肥
先
生
も
い
ら
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
演
奏
会
の
奏
者
は
冨
田
一
樹
さ
ん
。

バッハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
第

一
位
を
獲
得
し
た
世
界
的
な
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト

で
す
。
そ
の
冨
田
さ
ん
が
、
一
般
市
民
向
け

に
オ
ル
ガ
ン
の
出
稽
古
に
も
来
て
く
だ
さ
る

と
の
情
報
を
耳
に
し
ま
し
た
。
早
速
連
絡
を

と
っ
て
我
が
家
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
土
肥
先
生
に
も
ご
参

加
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
冨
田

さ
ん
と
土
肥
先
生
が
同
時
に
訪
れ
る
な
ど
大

変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
か
く
し
て
3
月
24
日
、

我
が
家
で
冨
田
さ
ん
の
レ
ッ
ス
ン
が
叶
い
ま

し
た
。

北
大
医
学
部
61
期
の
土
肥
先
生
は
医
師
と

し
て
は
大
先
輩
で
す
が
、
音
楽
と
い
う
共
通

の
趣
味
で
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
大
変
光
栄

に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
音
楽
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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「
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ッ
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」を
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。

「
ど
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科
ク
リ
ニ
ッ
ク
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。

～
音
楽
を
通
じ
た
か
か
わ
り
～

～
音
楽
を
通
じ
た
か
か
わ
り
～

　　土土
ど

肥肥
い

勇勇
いさむ

先生は北区新琴似で内科医院を開業されています。特に呼吸器先生は北区新琴似で内科医院を開業されています。特に呼吸器
疾患がご専門で、時々当院より患者さんを紹介して診ていただいています。疾患がご専門で、時々当院より患者さんを紹介して診ていただいています。

札幌市医師会の理事としてもご活躍中です。札幌市医師会の理事としてもご活躍中です。
平日の夕方、まだ診療中にもかかわらず面会させていただきました。平日の夕方、まだ診療中にもかかわらず面会させていただきました。

土
肥 

勇
（
ど
い 

い
さ
む
）
先
生

ご
略
歴

1
9
8
5
年
、
北
海
道
大
学
医
学
部
卒

業
、
北
大
第
一
内
科
入
局
。
市
立
札
幌

病
院
に
て
研
修
し
、
北
大
病
院
で
呼
吸

器
・
血
液
疾
患
な
ど
を
学
び
、
基
幹
病

院
の
勤
務
を
経
て
2
0
1
0
年
4
月
新

琴
似
に
「
ど
い
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を

開
業
。
専
門
は
内
科
一
般
、
呼
吸
器
内

科
、
胃
腸
内
科
、
糖
尿
病
内
科
。

資
格
：
総
合
内
科
専
門
医
、
呼
吸
器
専

門
医
、
産
業
医

ト
ッ
プ

対
談

▶我が家のパイプオルガンの前で撮影。
中央が冨田一樹さん、右端が土肥先生。



「ミッデルハルニスの並木道」

　

大
学
の
春
休
み
、同
期
の
菊
地
君
（
現
・
菊
地

内
科
呼
吸
器
科
）、盛
一
君
（
現
・
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
）と
三
人
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
に
行
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
30
年
前
に
な
る
。

　

ま
だ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
前
の
時

代
。
午
前
中
は
移
動
に
充
て
、
そ
の
日
の
目
的

地
に
着
い
た
ら
ま
ず
宿
を
探
す
こ
と
か
ら
始
ま

る
日
々
を
送
っ
た
。英
国
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
入
り
し
、
帰
国
便
が
出
る
3
週
間
後
ま

で
に
列
車
や
バ
ス
、
フ
ェ
リ
ー
（
英
仏
ト
ン
ネ

ル
が
完
成
す
る
前
の
こ
と
だ
）
で
イ
タ
リ
ア
・

ロ
ー
マ
ま
で
移
動
す
る
、
と
い
う
行
き
当
た
り

ば
っ
た
り
の
旅
で
あ
る
。
国
境
を
越
え
る
た
び

に
、
共
通
通
貨
ユ
ー
ロ
も
無
か
っ
た
の
で
ま
ず

は
通
貨
の
両
替
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
英
国
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
も
ち

ろ
ん
大
英
博
物
館
で
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
彫
刻

が
一
番
だ
っ
た
と
当
時
の
日
記
に
あ
る
。

　

今
回
の
本
題
は
そ
の
翌
日
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
。
何
の
予
備

知
識
も
無
く
館
内
を
歩
い
て
い
た
私
は
、
あ
る

見
慣
れ
た
絵
画
を
見
つ
け
て
仰
天
し
た
。
そ
れ

が
「
ミ
ッ
デ
ル
ハ
ル
ニ
ス
の
道
」（
メ
イ
ン
デ
ル

ト
・
ホ
ッ
ベ
マ
、
１
６
８
９
年
）
で
あ
る
。

　

旅
行
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
9
年
、
中
学
一

年
生
の
夏
休
み
の
美
術
課
題
は
名
画
の
模
写
、

で
あ
っ
た
。
美
術
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
絵
画
数
点
か
ら
好
き
な
も
の
を
選
び
、
画
用

紙
サ
イ
ズ
に
水
彩
具
で
模
写
す
る
と
い
う
も
の

で
、
当
時
の
私
が
選
ん
だ
の
が
こ
の
作
品
に
な

る
。

　

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
並
木
道
が
描
か
れ
て
お

り
、
中
央
に
描
か
れ
た
道
路
に
は
馬
車
の
も
の

で
あ
ろ
う
轍
が
刻
ま
れ
、
街
道
に
沿
っ
て
細
く

て
高
い
木
々
が
並
ぶ
。
右
手
は
オ
レ
ン
ジ
色
の

屋
根
の
建
物
と
畑
、
左
手
は
水
路
が
あ
り
、
遠

く
に
オ
レ
ン
ジ
屋
根
の
町
並
み
と
、
尖
塔
が
見

え
る
。
遠
近
法
が
存
分
に
駆
使
さ
れ
た
構
図
に
、

中
央
付
近
が
明
る
く
辺
縁
が
暗
め
に
描
写
さ
れ

る
配
色
、
ホ
ッ
ベ
マ
の
最
高
傑
作
の
一
つ
と
評

さ
れ
る
よ
う
だ
。

　

と
は
い
え
、
模
写
の
や
り
方
な
ん
て
授
業
で

は
習
わ
な
い
。
画
用
紙
に
1
セ
ン
チ
角
の
マ
ス

目
を
書
き
、
美
術
の
教
科
書
に
も
同
じ
コ
マ
数

の
マ
ス
目
を
刻
む
こ
と
で
構
図
を
完
璧
に
模
す

る
、
と
い
う
方
法
は
自
分
で
編
み
出
し
た
と
記

憶
し
て
い
る
。

　

油
絵
と
違
い
、
水
彩
具
だ
と
暗
く
彩
色
し
た

所
を
明
る
く
修
正
す
る
の
が
難
し
い
の
で
、
明

る
い
所
か
ら
塗
り
始
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う

い
う
わ
け
で
絵
の
半
分
を
占
め
る
空
を
描
く
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
大
部
分
を
占
め
る
雲

の
塗
り
分
け
が
一
番
大
変
だ
っ
た
。

　

そ
う
し
て
完
成
し
た
絵
は
学
内
で
掲
示
さ
れ

る
く
ら
い
の
評
価
を
受
け
た
の
だ
が
、
い
ざ
実

物
を
見
て
み
る
と
、
中
学
の
私
が
い
く
つ
か
勘

違
い
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　

画
の
中
央
で
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
手
を
挙
げ

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
人
物
が
、
実
際
に
は
手

を
挙
げ
て
い
る
の
で
は
無
く
、
ラ
イ
フ
ル
銃
を

担
い
で
い
る
こ
と
。
そ
の
人
物
の
傍
ら
に
佇
む

仔
犬
は
、
実
は
大
き
な
犬
（
下
半
身
は
件
の
人

物
の
後
ろ
に
隠
れ
て
い
る
）
だ
っ
た
こ
と
。
つ

ま
り
、
こ
の
人
物
は
仔
犬
を
連
れ
た
旅
人
な
ど

で
は
な
く
、
猟
犬
を
連
れ
て
狩
猟
に
出
か
け
る

狩
人
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
れ
以
外
に
も
実
際
に
描
い
て
い
て
不
明
瞭

だ
っ
た
街
道
両
脇
の
暗
め
の
部
分
（
な
に
し
ろ

見
本
は
美
術
の
教
科
書
の
半
ペ
ー
ジ
サ
イ
ズ
で

あ
る
）
が
良
く
わ
か
り
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
興

味
深
い
。
私
は
こ
の
絵
の
前
で
し
ば
ら
く
動
け

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

私
が
絵
画
の
道
に
進
む
こ
と
は
無
か
っ
た
。

大
学
時
代
は
ペ
ン
画
を
数
点
書
い
た
も
の
の
、

医
者
に
な
っ
て
か
ら
は
カ
ル
テ
や
所
見
用
紙
に

ス
ケ
ッ
チ
を
記
入
す
る
程
度
で
あ
る
。
が
、
40

年
ほ
ど
前
に
描
い
た
こ
の
絵
の
こ
と
を
、
旅
行

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
合
わ
さ
っ
て
私
は
結
構
気
に

入
っ
て
い
る
の
で
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

今
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
ホ
ッ
ベ
マ

の
こ
の
作
品
を
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
つ
の
間
に
か
邦
題
が
「
ミ
ッ
デ
ル
ハ
ル
ニ
ス

の
並
木
道
」
に
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
今
回
こ

の
文
を
書
く
に
あ
た
っ
て
初
め
て
知
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
絵
を
選
択
し
た
当
時

13
歳
の
自
分
を
褒
め
て
や
り
た
い
。
難
易
度
の

高
い
肖
像
画
な
ん
ぞ
を
選
ん
で
い
た
ら
、
今
頃

は
人
目
に
つ
か
な
い
所
に
厳
重
に
秘
匿
す
る
羽

目
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
ら
。

「ミッデルハルニスの並木道」
篠路はまなすクリニック　消化器科センター長　山本 純司
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〜感染対策の勉強会が行われました〜 ／ -医療安全の勉強会を開催しました- ／ 匿名の友人

　ゲーム界にもインターネットが活用され目の前にいる友人のみならず世界中の誰とでも楽しめる時代へと進
化を遂げ、ナマの声による会話や文字を打ってコミュニケーションをとりながら楽しめるようになった。
　ゲームから長らく遠ざかっていた私もコロナ禍がきっかけでインドアでのゲーマーへと戻っていった。そん
なおり、先日ゲーム内で仲良くやり取りしている方（お互い札幌近郊に住んでいる事は明かしており名前はも
ちろん知らない異性）から突然 SNS でメッセージが来た。「先日海外旅行に行ったのですがお土産を買ってき
たのでお渡ししたいので直接お会いしませんか？」という内容だった。お世話になっているといっても所詮は
ゲーム内の事で、顔も知らない私に海外からわざわざお土産を買ってきてくれた嬉しさと驚き、同時に人見知
りで初対面の人と話すのが苦手な私は戸惑いもしたが意を決して会う事にした。
　札幌のとあるカフェで待ち合わせをして緊張するなかいざ会ってみると人見知りな自分が嘘のように話をす
る事ができた。そこにはゲーム内で築いていった確かな友人関係があったからと思う。
　今もあえて本名を聞いたりせずゲーム内の名前で呼び合い、たまに会っては趣味やゲームの話に花を咲かせ
る不思議な距離の友人関係が続いている。

- 医療安全の勉強会を開催しました -- 医療安全の勉強会を開催しました -
野口　公貴

〜感染対策の勉強会が行われました〜〜感染対策の勉強会が行われました〜 山田　尚子山田　尚子

　6 月 27 日篠路透析ラウンジにて多職種連携に関する勉強会を開催しました。内容の要約は次のようなものです。
　「医療は一人の患者さんに対して多くの職種が関わっています。医師、看護師、患者さん本人、家族も含めて連
携をとることによって安全な医療を提供することができます。年齢・経験年数・職種もバラバラな事が多いチーム
医療では、立場の違いや嫌われたくないと言った思いから発言することが難しい人もいます。しかし患者さんにと
って何が正しいかを明確にし必要時にははっきりと主張することが大切です。その為に、適切なコミュニケーション
を図り意見を言いやすい環境を作ることが大事です。」
　病院全体がより良いチームとなれる様勉強会で学んだことを生かしていきたいと思います。

匿名の友人
篠路はまなすクリニック　野口　公貴

　６月 20 日はまなす医院透析ラウンジで「医療スタッフみんなで学ぶ外来感染対策」と題するビデオ勉強会を行いました。コ
ロナ感染が 5 類となり、当院でも陽性率は低下しています。しかし、私たちが注意しなければならないのはコロナだけではあり

ません。いつも何らかのウイルスや細菌感染の機会にさらされていること、基
礎疾患があることで感染リスクが高まることを意識していなければなりません。
　今年度の感染対策委員会の目標は「院内感染対策を徹底し患者、職員を
感染から守り適宜、マニュアルの見直しを行う」です。患者、職員の健康管
理が大切であり、症状の観察（発熱、気道症状、消化器症状など）が感染リ
スクを低下させることを学びました。そして患者、職員へワクチン接種を促し、
マスクの着用、手洗いをしてもらうことでさらに感染へのリスクを減らすことが
できます。感染防止の基本を再度、確認することができました。
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脳
死
と
さ
れ
る
患
者
が
自
発
的
に
手
や
足
を
動
か
す
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
は
１
９
８
４
年
に
脳
神
経
外
科
雑
誌

（N
eurology

）
に
報
告
さ
れ
ラ
ザ
ロ
徴
候
と
名
付
け
ら

れ
た
。

　

「
ラ
ザ
ロ
」
は
聖
書
に
登
場
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
で
イ
エ
ス
キ

リ
ス
ト
の
友
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
い
っ
た

ん
死
よ
り
蘇
ら
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
以

外
の
世
界
で
も
そ
の
名
は
後
世
に
知
ら
れ
て
い
る
。
近
年
は

B
級
の
ホ
ラ
ー
映
画
に
も
ラ
ザ
ロ
と
い
う
名
が
使
わ
れ
て
お

り
死
者
が
甦
る
と
い
う
テ
ー
マ
は
小
説
や
映
画
に
と
っ
て
ひ

と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

　

今
日
で
は
純
医
学
的
に
脳
死
者
か
ら
心
臓
移
植
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
重
症
な
心
疾
患
の
患
者
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
。
だ
が
、
ド
ナ
ー
の
側
か
ら
す
れ
ば
甦
る
チ
ャ
ン
ス
が
完

全
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
無
条
件
に
命
が
再
生
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
今
後
、
脳
の
再
生
医
学
の
発
展
が
ま
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

脳
死
に
ま
つ
わ
る
逸
話
に
「
首
な
し
鶏
マ
イ
ク
」
の
話
が

あ
る
。

　
１
９
４
５
年
9
月
10
日
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ラ
ド
州
の
農

場
で
一
羽
の
鶏
が
首
を
は
ね
ら
れ
た
。
普
通
な
ら
そ
の
ま
ま

絶
命
す
る
は
ず
が
、
そ
の
鶏
は
首
の
な
い
ま
ま
ふ
ら
ふ
ら
と

歩
き
回
り
、
羽
繕
い
を
す
る
な
ど
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

し
ぐ
さ
を
み
せ
た
。
科
学
者
は
驚
き
を
隠
せ
ず
ユ
タ
大
学
に

も
ち
込
ま
れ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
頸
動
脈

が
凝
固
し
た
血
液
で
ふ
さ
が
れ
、
失
血
が
抑
え
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
歩
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
脳

幹
と
片
方
の
耳
が
残
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
件
は
地
元
紙
に
載
っ
て
世
間
に
広
ま
り
、
や
が
て
大

手
雑
誌
の
「
ラ
イ
フ
」
に
も
紹
介
さ
れ
て
全
米
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。
鶏
は
マ
イ
ク
と
名
付
け
ら
れ
て
見
世
物

小
屋
に
出
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
中
を

興
行
に
ま
わ
っ
て
お
金
を
稼
い
だ
。

　

首
の
な
い
マ
イ
ク
は
自
ら
食
べ
も
の
を
取
れ
な
い
。
飼
い

主
が
ス
ポ
イ
ト
で
水
と
餌
を
あ
た
え
注
射
器
で
粘
液
を
除
去

し
て
い
た
の
が
、
１
９
４
７
年
3
月
、
最
終
的
に
食
べ
物
が

の
ど
に
詰
ま
っ
て
窒
息
死
し
た
。
い
つ
も
の
ス
ポ
イ
ト
が
用

意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
事
例
は
死
後
首
が
な
い

ま
ま
最
も
長
生
き
し
た
鶏
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
も
記
録

さ
れ
て
い
る
。
（
以
上
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

　

　

マ
イ
ク
の
ケ
ー
ス
は
ヒ
ト
に
も
施
さ
れ
る
胃
ろ
う
か
ら
の

栄
養
が
食
道
経
由
に
置
き
換
わ
っ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
し
か

し
首
の
な
い
鶏
が
そ
の
辺
の
足
元
を
歩
き
回
る
の
は
気
色
悪

い
。
私
な
ら
そ
ん
な
グ
ロ
テ
ス
ク
な
姿
を
わ
ざ
わ
ざ
お
金
を

払
っ
て
ま
で
見
た
い
と
は
思
わ
な
い
。

　　

永
遠
の
命
を
得
る
こ
と
は
人
類
畢
生
の
夢
で
あ
る
。
だ
が

永
遠
に
続
く
人
生
が
常
に
ハ
ッ
ピ
ー
で
あ
る
と
も
限
ら
な

い
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
は
神
か
ら
永
遠
の
命
を
授
か
っ
た
男

が
や
が
て
、
老
い
、
が
訪
れ
た
と
き
老
い
さ
ら
ば
え
た
ま
ま

生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
、
と
い
う
逸

話
が
あ
る
。
若
さ
を
神
に
願
い
そ
び
れ
た
の
で
あ
る
。

　

限
ら
れ
た
命
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
に
も
、
メ
ン

タ
ル
に
も
、
豊
か
な
生
活
を
過
ご
し
、
健
康
寿
命
を
生
き

切
っ
た
後
に
速
や
か
に
生
を
閉
じ
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

る
。
だ
が
生
き
る
と
は
先
の
分
か
ら
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。
せ
め
て
「
今
」
を
大
切
に
し
た
い
と
平
凡
な
起
結
に
お

ち
つ
い
て
い
る
。

頸
な
し
鶏
マ
イ
ク 

―
甦
生
後
に
生
き
か
え
る
こ
と
の
光
と
影
―
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 昇格しました！  ／ 新しく入りました！ ／ 異動しました！ ／ 編集後記

後

記

編

集 はまなす医院に入職して１３年、季刊誌に携わり
９年、今年人生の転機が訪れた。昨年起業した息
子には「応援するよ！」と伝えたが、まさか私も
一緒に働くことになるとは思ってもいなかった。
決断するには様々な葛藤があったが、この先親子
で働ける人生に感謝し精一杯できる限りの事をし
ようと思う。皆さん大変おせわになりました。

（Y・S）

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
看護副師長看護副師長

松井　かなえ松井　かなえさんさん

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
臨床工学技士　主任補臨床工学技士　主任補

末松　由多末松　由多さんさん

篠路はまなすクリニック
臨床工学技士　主任補
山口　あかりさん

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
総務　主任補総務　主任補

永田　裕士永田　裕士さんさん

昇 格 し ま し た ！

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
臨床工学技士臨床工学技士

小野寺　愛香小野寺　愛香さんさん

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
臨床工学技士臨床工学技士

長野　拓斗長野　拓斗さんさん

はまなす医院はまなす医院
臨床工学技士臨床工学技士
山本　陽一山本　陽一さんさん

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
庶務庶務

佐藤　美佐子佐藤　美佐子さんさん

篠路はまなすクリニック篠路はまなすクリニック
看護師看護師

熊谷　由加熊谷　由加さんさん

新しく入りました！

篠路　 石狩

異動しました！異動しました！
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